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カタログファイル名のルールとファイルの更新

試薬例 カタログファイル名

マイクロSSP JPN Lot007 SSPJPN_007_16.cat
「製品コード_製品ロット_バージョン」

LABType XR B locus Lot004 RSSOX1B_004_06.cat
「製品コード_製品ロット_バージョン」

LABScreen Single Antigen Class ⅠLot010

+ LS-NC Lot018

LS1A04_NC018_010_01.cat
「製品コード_NC血清のロット_製品ロット_バージョン」

LABScreen Single Antigen Class ⅠLot010

+ C1qScreen Lot012 + C1qNC血清 Lot005

LS1A04CQ12NS5_010_00.cat
「製品コード、C1qのロット、C1q用NC血清のロット_製品ロット_バージョン」

• One Lambdaで行われるカタログファイルの更新タイミング
‒ タイピング試薬：血清型ファイルの更新時＋ビーズ情報に変更があった時
‒抗体検査試薬：ビーズ情報に変更があった時
‒更新されるとバージョンの数字が増加

• 解析時は必ず最新のカタログファイルを使用してください
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• Utilities>Update Reference>Update Reference Fileの順にクリック

HLA Fusionへのカタログファイルインポート①

①｢Catalog｣を選択

②カタログファイルを保存した
フォルダを選択

③インポートする
カタログファイルを選択

④｢Import Catalog｣をクリック
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HLA Fusionへのカタログファイルインポート②

⑤選択したカタログファイルが
1番左に表示されていることを確認

⑥｢Close｣をクリック

インポートに成功した
ファイル

既にインポート
されている
ファイル

インポートに
失敗した
ファイル

⑦｢Close｣をクリック
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• Homeボタンを押してリストを更新

カタログファイルの管理：利用可能なファイルのリスト

Copyright (c) 2004-2022,VERITAS Corporation. All Rights Reserved.

インポートしたカタログファイルの一覧
※アーカイブしたファイルは表示されません



• Home画面の「Catalog」ボタンをクリック
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カタログファイルの管理：非表示（アーカイブ）方法①

①（オプション）製品を選択してListをクリック

②非表示にしたいカタログファイルのSelect欄
をチェック

③Archiveをクリック
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カタログファイルの管理：非表示（アーカイブ）方法②

Archiveしたカタログファイルを再表示する場合は
Select欄にチェックを入れ、Unarchiveをクリック

Archiveされたカタログファイルは
Statusの欄に「A」が表示されます
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• アーカイブしたカタログファイルはデータ解析のカタログリストやHome画面に表示
されません

• NC血清のロットや試薬ロットが変更になった場合は、旧ロットのカタログファイル
をアーカイブすることをおすすめします

アーカイブ前後の例

Copyright (c) 2004-2022,VERITAS Corporation. All Rights Reserved.

Archive前 Archive後

• LABScreen Mixed Lot023/024＋NC血清ロット25/26以外をArchive
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